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一日中医学協会助成事業ー

歯周病と全身疾患の関連性に関する調査研究

要ー 旨

歯周炎局所では嫌気性グラム陰性梓菌群から蛋自

分解酵素、白血球毒、日Sなどの病原因子が遊離さ

れる。歯周組織に炎症を惹起し、歯槽骨の吸収を起

こすのみならず、これらの病原因子は他の臓器にも

病原因子となる。最近になって、歯周病原細菌や病

原因子が全身疾患と関与しているというエピダンス

が示され初めてきた。多くの入院愚者を抱える中国

緒 言

口腔は消化器や呼吸器へのアクセスであり、決し

て独立した器官ではなし、口腔の二大疾風である歯

周病は口腔内の細菌群による感染症であり、歯周ポ

ケット内に生息する細菌群は口腔内のみならず、気

管を経由して誤聴性肺炎を誘発したり、血行を介し

て身体の各種臓器に疾患を起こす可能性が指摘され

ている。古くから口腔内の慢性病変が、遠隔鵬ト

病変を起こす、いわゆる遷延感作が知られており、

また、糖尿病と歯周病との有意な相聞は知られてい

るが、その他の全身疾息との関係については、完全

なエピダンスは得られていない。 2()(沼年にジュネー

プで開催された WHO，AAP， JAP， EFP共催

の "Periodon旬1 Medicine : Heal血 Po1icy

Imp1ication"で歯周病は全身疾患に重要な影響を与

えることカ綿織された。歯周治療がHbAlcを低下

させるという白四国の報告。や、歯周病原菌感染は

心血管系疾患でのリスクファクターであるとの

Ma出laet alの報告8などがあるが、まだ、疫学調

査は十分ではな凡

本調査研究は、多くの入院患者を擁する中国の病

院で歯周病と全身疾息の関連性の検討を行った。

研究者氏名 米田栄吉

田本研究機関 東北大学大朝莞歯学研究科
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唐立除評厘新、孫逸超

の病院において、精尿病、心血管系疾患、誤暁性肺

炎、妊娠時のトラブルの患者について歯周疾息関連

の要因をアンケート調査した。また、それらの疾患

を宥する庖者の歯周疾息躍息状態を調査した。

KeyWo地 歯周病、全身疾忠、側、アンケー

ト調査、入院息者

対象と方法:

1.対象者

中国吉林省四平中心医院に入院している患者を本

調査研究の対象者とし丸

2.歯周疾庖調査

結原病愚者 11名(男性8名、女性3名、平均 59.1

鵡、肺炎愚者4名(男性4名、平均73.5鵡、動脈硬

化症愚者16名(男性12名、女性4名、平均67.3

粉、心筋梗塞患者14名(男性11名、女性3名、

平均67.1才)、妊娠のトラプル5名(平均27鵡の計

50名を歯周病検診の対象者とした。

歯周疾息の調査はCPI仰HO)に従It"阜且皇

否Ti6の6歯を診査した。それぞれに以下のコード

を与えた。 o;健全、 1;歯肉出血、 2;歯石， 3; 
浅いポケット， 4;深いポケット

3.口腔内マクロ写真撮影

デジタノレカメラ但OSKISS， Canon)で刈涜愚者

のベッドサイドで撮影した。

4.アンケート調査

入院患者3，α旧名から、了承の得られた却6名に
ついて歯周病に関する以下の要因のアンケートから

コホート調査を行った。
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1.歯磨きの回数 (0回/日 2""'3回/日)

2.歯磨き時間 (3分以内 3""'5分)

3.歯石除去の有無 (Yes No) 
4.動揺歯の有無 何回 No) 

5.歯周病の家族歴 (Yes No) 

6.歯肉からの出血 (Yes No) 

7.歯並びが悪くなったかどうか(YesNo ) 

8.口臭の有無 (Yes No) 

結 果

1.各疾患庖者の欠損歯数

下図に示したように欠損歯が最も多かったのは糖尿病

愚者で、平均10.4本であった。次に心筋梗塞症患者で9.7

本観脈硬化症患者 9.3本でほとんど同じであった。肺

炎息者は 7.5本、妊娠トラブノレ愚者は年齢が部ハことか

ら、 1.2本と少なかった。

む闘

" 
t・

-思.. "'1包 (>箇使・ .，尾 健量の~，プル

2.各疾患におけるCPIスコア有病部位数
疾患毎のCPIスコアの平均部位数(%)を下図に示し
た。全疾患で‘歯石‘が最も多かった。たは‘浅いポケ

ット'‘深いポケット'ゆ乙疾愚で多く、精尿病でも'出

血'と同程度であった。妊娠のトラブルは年齢が若いこと

から、'健室が多く、‘ポケット‘はなかった。

.尿病

動脈硬化

ゐ簡便1I

妊鼠町トラブル

b健全口苦肉出血 .t'}，石.dF、ポケット.rI漂いポヶグ

3.歯周病要因と各疾患との相関

疾息毎に歯周病の要因との相闘をオッズ比で求め、大

きし瀬に表しt4，
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9.歯執りの有無 (Yes No) 

10.歯周病の植息 (Yes No わからない)

11.喫煙本数 (0本1・10本11・20本 20本以上)

5.統計特扮析

アンケート調査のリスクファクターは疾息毎に

SPS伊(Ver.12，Japan Inc，東京)統計ソフトによ

り、有意確立、オッズ比を求めた。

1)糖尿病

有意確立 オッズ値:(95%信頼限界)

要因

歯執り O.侃 4.8ω.2・0.7)

喫煙 0.05 2.8ω.7・2.2)

口臭 0.18 2.0 (0.8・2.7)

歯周病 0.64 1.5ω.5・1.9)

歯磨き時間 0.334 1.5ω.4・1.1)

歯磨き回数 0.58 8.1. ω.3・1.ω

歯肉出血 0.515 1.4ω.8-2.8) 

歯石除去 0.929 1.0ω.4・1.1)

感心筋梗塞

要因 有意確立 オッズ値:(95%信頼限界)

家族歴 0.08 10.2ω.1-0.8) 

口臭 0.04 4.6ω.3・1.1)

歯肉出血 0.21 2.8 ω.1・0.4)

歯列異常 0.33 2.3 ω.1・0.4)

歯磨き時間 0.5 2.2 (1.3・5.9).

動揺歯 0.41 1.8 ω.2・1.1)

3)心、内膜炎

要因 有意確立 オッズ値:(95%信頼限界) I 

歯札り o.侃6 2.4 (0.6-2.1) 

歯肉出血 0.249 1.6 ω.9・2.6)

口臭 0.364 1.5 ω.7・2.4)

動揺歯 o.印2 0.8 (1.1・3.2



4)動脈硬化

要因. 有意確立 オッズ値:(95%信頼限界)

歯列異常 0.05 3.0 ω.6-2.6) 

歯磨き回数 0.04 2.4 ω.8・2.4)

歯磨き時間 0.13 1.8 ω.8・2.4)

喫煙 0.29 1.5 (0.6・1.7)

歯周病 0.59 1.4 ω.9-3.8) 

歯石除去 0.977 1.0 ω.9-2.4) 

5)肺炎

要因有意確立オッズ櫨(邸%信頼限界)

歯周病0.053.8 (1.0-4.3) 

要因 有意確立 オッズ値:(95%信頼限界)
" 

家族歴 0.24 2.8 ω.4・3.7)

喫煙 0.02 2.5 ω'.4-1.0) 

歯石除去 0.22 1.6 ω.6・1.5)

口臭 0.36 1.5 ω.4-1.3) 

歯磨き時間 0.46 1.4 ω.8・2.7)

歯磨き回数 0.68 1.2 ω.6・1.8)

歯執り 0.74 1.2 (1.0-4.3) 
一一一一一

6)妊娠のトラプル

要因 有意確立 オッズ値:(95~刈言頼限界)

歯肉出血 0.04 13.4 ω.1・1.9))

歯磨き時間 0.15 6.5 ω.1・1.7)

歯3自民常 1 4.1 ω.1・0.1)

口臭 0.98 1.0 ω.1・11.7)

4.入院愚者の口腔内所見

各疾息の典型的な口腔内所件とアンケート調査お

よび診査の結果を示す。
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糖尿病

男性 77歳血掛値259mg/dl

歯磨き(ー)、動揺歯(+)、口臭(+)

肺炎

72歳男性歯磨き(ー) 動揺歯(+)

歯肉出血(+) 口臭(+) 喫煙20本

，c"筋梗塞

， 78歳男性歯肉出血(+) 喫煙(ー)

歯石除去(ー)



動脈硬化

女性79歳

動揺歯(+) 歯石除去(ー)歯肉出血(+)

22歳妊娠9ヶ月

2回妊娠したが流産

考察

妊娠のトラプル

平成15年に視察を行い、有効を深めた中国吉林省四平中

心医院において、今回、我々は全身疾患と歯周病の関連

性の調査研究を行った。本病院はベッド数約1000床

を有する総合病院である。歯周病と蹴車が深いとされる

疾息を有する息者が多数入院していた。糖尿病、心筋梗

塞、動脈硬化、肺炎、妊娠中のトラブル患者は写真で示

したように重度の歯周病であった。糖尿病を誘発する関

連物質として、歯周病により、マクロファージから分泌

される τ'NF-α、IL-Is、IL-6などが、インス日ンレセ
プターのインヒピターとして、インスリン抵抗性を高め

ることが知られている丸本病院ではこれらの血中サイト

カインの測定を行っていないので、関連性を分析できな

かった。

寝たきり老人などの易感染性患者は口腔常在菌を誤礁

し、肺の日和見感染を起こし心、また、 Aaが肺のアポト
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ーシスを起こすことが知られているゆが、今回は細菌検

出を行うことは出来なかった。心内膜炎を起こす歯周病

原菌は数多く知られており、入院患者でこの歯周病原菌

を検出すること、さらにサイトカインの検出などの臨床

検査は今後の課題である。アンケート調査では歯周病に

関する要因が各疾患と高い関連性を有することが示され

た。喫煙は糖尿病、肺炎、動脈硬化との関連性、歯肉出

血は肺炎以外の全ての疾患で関連性がみられた。歯磨き

に関しては心内膜炎以外の疾患で関連性がみられた。口

臭は動脈硬化wトの疾患で関連性がみられた。歯周病の
家族歴に関しては、心筋梗塞と肺炎で高いオッズ比を示

したが、‘不明'の回答が多く、信潤生が薄いと思われた。

‘歯周病があると思うがに関しても同様に本人の認識に

問題があったと思われる。アンケート調査に関しては本

病院の中国人歯科医師が面接形式で行ったものであり、

信頼性は大きいと思われる。
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